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分解能での結果を得ることができた、分子の外形は25x 25 x 38Ao 3 のフットボール形で、アミノ末端
及びカルボキシル末端には α 一ヘリックスがある。へム鉄の第 5 、第 6 配座はそれぞれ HIs(18) と
Met(80) である。これらのことは別に解析されたマグロの還元型の2.451\での結果及びウマの酸化型
の2.8A。での結果と一致している。一方 Glu( 61) 及び Phe( 82) の構造はマグロの環元型と一致してい
るが、ウマの酸化型とは異っている、 20番から 25番の残基の構造についてはウマの酸化型と一致しカ
ツオの還元型と異っている。
結晶状態で酸化したものの構造はもとの還元型とは Glu( 61) の付近で構造が変化しており、環元型















月原富武君の論文は、カツオ心筋チトクローム C還元型(フェロチトクローム C) 分子の結晶およ
び結品状で酸化した酸化型(フェリチトクローム C) 分子の結晶の X線による構造解析研究の中で、
同君の分担した重要部分をまとめたものである。
第 1 章では、ブエロチトクローム Cの2.3A。解析の初段階における重原子置換について、同君の開
発したいわゆる flow- cell の製作と、これを用いた X線回析実験結果を、また第 2 章は、結晶酸化ブ
ェリチトクローム C の3A。解析の全容を述べ、第 3 章においては、これら構造解析の結果からチトク
ローム C の電子受援の機作を論じている。






による charge relay 系によって十分説明しうることを主張している。
以 k、同君の論文は、理学博士の学位論文として十分価値あると認める。
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